


に収容し，変態翌日のプエルルスの状態を観察して，個

体ごとに変態成功と失敗に区分して記録した。 

方法 

抗生物質を使用しないで疾病を防止することを目的に，

海水を電気分解し，発生した次亜塩素酸を少量含む海水

を用いてイセエビ幼生を飼育することの可能性を調査し

た。設定した次亜塩素酸の濃度（有効塩素濃度）は

0.06mg/L と 0.16mg/L の 2 段階で，これらの濃度の次亜

塩素酸を含む海水でイセエビ幼生を飼育するとともに，

対照として，電気分解せず，紫外線で殺菌した海水での

飼育も行い，イセエビ幼生の次亜塩素酸に対する耐性と，

飼育水中の細菌数の変化を調査した。実験に用いたのは

ふ化直後のイセエビ幼生であり，各実験設定でそれぞれ

20L 円型水槽 2 槽に幼生を収容し，アルテミアを単独で

給餌して飼育を行った。飼育水の注水量は 0.7L/分とし，

次亜塩素酸を含む海水で飼育した群では，飼育実験中は

薬浴を行わなかったが，対照とした飼育群では 1 週間に

2 回フロムフェニコールで一昼夜の薬浴を行った。 

 

結果および考察 

実験に供した 71 個体のうち，5L 円型水槽での変態成

功率は 38％であったが，100L 太鼓型水槽では 85％であ

り，100L 太鼓型水槽の方が成功率は高かった。100L 太

鼓型水槽で成功率が高かった原因として，脱皮殻はプエ

ルルスより軽く，縦の円形方向の水流では，軽い脱皮殻

の沈下速度は小さいのに対して，プエルルスの沈下速度

は大きく，それらの沈下速度の違いによって変態がスム

ーズに進行することが考えられた。したがって，変態時

の水流として縦方向の水流が好適と判断された。 
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結果および考察 

0.16mg/L の次亜塩素酸濃度で飼育したイセエビ幼生

は，実験開始後 3 日ですべてへい死し，飼育は不可能で

あった。0.06mg/L の濃度では，飼育開始直後に大量へい

死は見られなかったことから，約 1 ヶ月間飼育を継続し

たところ，対照とした飼育での生残率は 85％であったの

に対して，0.06mg/L の次亜塩素酸濃度で飼育した群では

65％と対照よりも生残率は低かった。0.06mg/L の次亜塩

素酸濃度で飼育した群の飼育海水中の細菌数は，電気分

解処理する前の細菌数と変化がなく，0.06mg/L の濃度で

は殺菌効果が小さいと思われた。 

図 2. 2 種の水槽において異なる水流条件で変態した時

の，各水槽における変態成功率 

 

4．100L 水槽を用いた幼生飼育の試み 

方法 

平成 19 年度から飼育していた飼育群を継続して

100L 水槽で飼育し，昨年度に引き続いて飼育の規模拡

大の可能性を検討した。飼育した幼生は，日令 120 の

幼生 150 個体である。水槽への注水量は 1.5～2.0L/分と

し，水槽交換は毎日行った。飼育期間中は 1 週間に 3

回フロルフェニコールで一昼夜薬浴した。日長は 14 時

間，水温は 25℃に設定した。餌料には，養成したアル

テミアとムラサキイガイ生殖腺を用いた。 

以上のことから，電気分解し，次亜塩素酸が少量含ま

れている海水を用いてのイセエビ幼生の飼育は，従来か

ら行っていた薬浴を行う飼育より生残率は低下するもの

の，薬浴を行わなくても 1 ヶ月程度は飼育可能であると

考えられる。ただし，0.06mg/L の次亜塩素酸濃度では飼

育水中の細菌数は減少しないことから，より長期的な飼
 

育を行うことは困難と推察される。 
結果および考察  
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平成 19 年度ふ化群の飼育では，昨年度より薬浴の頻

度を高めたところ，日令 250 程度までは遊泳毛や触角

先端の壊死を症状とする疾病は見られず，生残率は

80％と高かった。しかし，その後脱皮失敗や，遊泳毛

などの壊死する疾病の発生も見られ，生残率は次第に

低下し，最終的な変態数は 27 個体（生残率 18％）に留

まった。飼育の後半で生残率が低下した要因として，

幼生の成長により水槽内で過密となり，幼生同士の干

渉が多くなったことが考えられた。 図 3. 次亜塩素酸が 0.06mg/L の濃度で含まれた海水と，次

亜塩素酸を含まない海水（対照）で飼育したイセエビ幼生の

生残率 
 

5．電気分解処理した海水を用いた飼育の可能性 

 



 

 


